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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第88期
第１四半期
累計(会計)期間

第87期

会計期間

(自 平成20年
 ４月１日

至 平成20年
 ６月30日)

(自 平成19年
 ４月１日

至 平成20年
 ３月31日)

経常収益 百万円 2,894 10,980

経常利益 百万円 20 785

四半期純利益 百万円 34 ―

当期純利益 百万円 ― 311

持分法を適用した場合の
投資利益

百万円 ― ―

資本金 百万円 2,500 2,500

発行済株式総数 千株 27,371 27,371

純資産額 百万円 19,381 19,625

総資産額 百万円 423,955 420,289

１株当たり純資産額 円 711.23 720.14

１株当たり四半期純利益
金額

円 1.27 ―

１株当たり当期純利益
金額

円 ― 11.43

潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額

円 ― ―

潜在株式調整後１株
当たり当期純利益金額

円 ― ―

１株当たり配当額 円 ― 5.00

自己資本比率 ％ 4.5 4.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △8,181 7,492

投資活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △13,155 △4,401

財務活動による
キャッシュ・フロー

百万円 △68 △143

現金及び現金同等物
の四半期末(期末)残高

百万円 7,143 28,551

従業員数 人 530 487
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(注) １．当行は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推

移については記載しておりません。

２．消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

３．当行は関連会社がないため、「持分法を適用した場合の投資利益」の記載はしておりません。

４．「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」

については、潜在株式がないため記載しておりません。

５．１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５　経理の状況」中、「１　四半期財務諸表」の「１株当たり情

報」に記載しております。

６．「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部の合計で除して算出しております。

 

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期会計期間において、当行が営む事業の内容については、重要な変更はありません。

 

 

３ 【関係会社の状況】

該当する会社はありません。

 

 

４ 【従業員の状況】

当行の従業員数

平成20年６月30日現在

従業員数(人)
530
[43]

(注) １．従業員数は、嘱託及び臨時従業員85人を含んでおりません。

２．臨時従業員数は、[　]内に当第１四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記

載しておりません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当ありません。

 

 

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当行が判断したもの

であります。

(1) 業績の状況

［金融経済環境］

当第１四半期のわが国経済は、輸出は幾分鈍化しつつも増加基調を続けておりますが、原油をはじ

めとする資源価格高騰の影響などから設備投資や個人消費が伸び悩み、減速しております。

金融情勢につきましては、米国のサブプライムローン（信用力の低い個人向け住宅融資）問題に端

を発した世界的な金融・資本市場の混乱が続いており、わが国の市場についても影響が出ておりま

す。景気が減速する中で物価は上昇しており、日本銀行の金融政策については、当面現状維持が続くも

のとみられます。

［営業の経過及び成果］

このような金融経済環境のもと、役職員一同、業績の向上と経営体質の強化に努めてまいりました

結果、業容面では、預金及び譲渡性預金は前事業年度末比４１億９２百万円増加の３，９８４億３２

百万円となりました。貸出金につきましても、前事業年度末比１０億８百万円増加の３，０８１億４

８百万円となりました。

損益面につきましては、経常収益は２８億９４百万円となりました。一方、経常費用は２８憶７４百

万円となりました。その結果、経常利益は２０百万円となり、四半期純利益は３４百万円となりまし

た。
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国内・国際業務部門別収支

(業績説明)

国内業務部門では、資金運用収支は2,133百万円、役務取引等収支は5百万円、その他業務収支は△

0百万円となり、国際業務部門では、資金運用収支は43百万円、役務取引等収支は0百万円、その他業

務収支は2百万円となりました。

合計では、資金運用収支は2,177百万円、役務取引等収支は6百万円、その他業務収支は2百万円と

なりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

2,133 43 2,177

　うち資金運用収益

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

2,503 55
11

2,547

　うち資金調達費用

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

369 11
11
370

役務取引等収支

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

5 0 6

　うち役務取引等収益

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

185 1 187

　うち役務取引等費用

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

179 1 181

その他業務収支

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

△0 2 2

　うちその他業務収益

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

― 2 2

　うちその他業務費用

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

0 ― 0

(注) １．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。

ただし、円建対非居住者取引は、国際業務部門に含めております。

２．資金運用収益及び資金調達費用の合計欄の上段の計数は、国内業務部門と国際業務部門の間の資金貸

借の利息であります。
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国内・国際業務部門別役務取引の状況

(業績説明)

役務取引等収益は、187百万円となりました。

役務取引等費用は、181百万円となりました。

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

185 1 187

　うち預金・貸出業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

25 ― 25

　うち為替業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

94 1 96

　うち証券関連業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

13 ― 13

　うち代理業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

11 ― 11

　うち保護預り
貸金庫業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

20 ― 20

　うち保証業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

0 ― 0

役務取引等費用

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

179 1 181

　うち為替業務

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

22 1 23

(注)　国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。

ただし、円建対非居住者取引は、国際業務部門に含めております。

 

 

EDINET提出書類

株式会社福岡中央銀行(E03666)

四半期報告書

 6/25



国内・国際業務部門別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

393,115 79 393,194

　うち流動性預金

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

122,422 45 122,467

　うち定期性預金

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

265,785 33 265,818

　うちその他

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

4,907 ― 4,907

譲渡性預金

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

5,238 ― 5,238

総合計

前第１四半期会計期
間

― ― ―

当第１四半期会計期
間

398,353 79 398,432

(注) １．流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

２．定期性預金＝定期預金＋定期積金

３．国内業務部門は国内店の円建取引、国際業務部門は国内店の外貨建取引であります。
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国内・国際業務部門別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)

 

業種別

平成20年６月30日

貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内業務部門 308,148 100.00

　製造業 19,883 6.45

　農業 231 0.08

　林業 ― ―

　漁業 54 0.02

　鉱業 4,124 1.34

　建設業 35,936 11.66

　電気・ガス・熱供給・水道業 2,195 0.71

　情報通信業 5,935 1.93

　運輸業 9,356 3.04

　卸売・小売業 31,444 10.20

　金融・保険業 16,526 5.36

　不動産業 45,705 14.83

　各種サービス業 40,426 13.12

　地方公共団体 15,402 5.00

　その他 80,925 26.26

国際業務部門 ― ―

　製造業 ― ―

　農業 ― ―

　林業 ― ―

　漁業 ― ―

　鉱業 ― ―

　建設業 ― ―

　電気・ガス・熱供給・水道業 ― ―

　情報通信業 ― ―

　運輸業 ― ―

　卸売・小売業 ― ―

　金融・保険業 ― ―

　不動産業 ― ―

　各種サービス業 ― ―

　地方公共団体 ― ―

　その他 ― ―

合計 308,148 100.00

(注)　国内業務部門は国内店の円建取引であります。国際業務部門は国内店の外貨建取引で、該当はありません。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、主に投資活動に

よるキャッシュ・フローのマイナスにより２１４億７百万円減少し、当四半期末残高は、７１億４３

百万円となりました。

　

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　当第１四半期会計期間において営業活動における資金は、主に、コールローン等の純増等により８１

億８１百万円のマイナスとなりました。

　

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において投資活動における資金は、主に、有価証券の取得による支出等によ

り１３１億５５百万円のマイナスとなりました。

 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期会計期間において財務活動における資金は、主に、配当金支払等により６８百万円の

マイナスとなりました。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期会計期間において、当行が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

(4) 研究開発活動

該当ありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社福岡中央銀行(E03666)

四半期報告書

 9/25



第３ 【設備の状況】

(1) 【主要な設備の状況】

当第１四半期会計期間中に完成した新築、増改築等は次のとおりであります。

　　

店舗名
その他

所在地 設備の内容
敷地面積
(㎡)

建物延面積
(㎡)

完了年月

雑餉隈支店
福岡市博多区
竹丘町2-1-5

鉄筋コンクリート造
陸屋根2階建銀行店
舗

760.95 604.12平成20年５月

 

 

(2) 【設備の新設、除却等の計画】

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。

なお、当第１四半期会計期間中に新たに確定した重要な設備の新築、増改築等の計画は次のとおり

であります。

　　

店舗名
その他

所在地 区分 設備の内容

投資予定金額
(百万円) 資金調達

方法
着手
年月

完了予定
年月

総額 既支払額

新室見支店
福岡市西区石丸
1-14-12

中古物件
購入改築

鉄骨造スレート葺
2階建銀行店舗
敷地面積411.24㎡
建物延面積456.33
㎡

117 96
自己資金
による

平成20年
５月

平成20年
８月

久留米支店
久留米市日吉町
5番地の45

新築
(建替)

鉄筋コンクリート
造2階建銀行店舗
敷地面積709.20㎡
建物延面積646.63
㎡

239 55
自己資金
による

平成20年
５月

平成20年
11月
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成20年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,371,605同左 福岡証券取引所 ―

計 27,371,605同左 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当ありません。

 

(3) 【ライツプランの内容】

該当ありません。　

 

 (4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年４月１日～
平成20年６月30日

― 27,371 ― 2,500,000 ― 1,203,777

 

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把

握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認で

きないため、記載することができませんので、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主

名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成20年３月31日現
在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   120,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式26,817,000 26,817 ―

単元未満株式 普通株式 　434,605 ― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 27,371,605 ― ―

総株主の議決権 ― 26,817 ―

(注) １. 上記の「完全議決権株式(その他)」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が5,000株(議決

権5個)含まれております。

２．「単元未満株式」には、当行所有の自己株式83株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成20年３月31日現
在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社福岡中央銀行

福岡市中央区大名二丁目
12番１号

120,000― 120,000 0.43

計 ― 120,000　　 ― 120,000 0.43

 

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

 

月別
平成20年
４月

 
５月

 
６月

最高(円) 480 460 448

最低(円) 450 441 415

(注)　最高・最低株価は福岡証券取引所におけるものであります。

 

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はあり
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ません。
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第５ 【経理の状況】

１．当行の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しておりますが、資産及び

負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠して

おります。

 

２．当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)は、四半期財務諸表の作成初

年度であるため、前第１四半期累計期間との対比は行っておりません。

 

３．当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)の四半期財務諸表は金融商品

取引法第193条の２第１項の規定に基づき、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを受けており

ます。

　　なお、新日本有限責任監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成20年７月１日をもって、新日本

監査法人から名称変更しております。

 

４．当行は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

現金預け金 ※２
 7,875

※２
 29,282

コールローン 11,400 －

買入金銭債権 31 35

商品有価証券 156 154

有価証券 ※２
 85,243

※２
 72,689

貸出金 ※１
 308,148

※１
 307,140

外国為替 54 73

その他資産 1,208 1,021

有形固定資産 ※３
 11,838

※３
 11,613

無形固定資産 165 157

繰延税金資産 2,363 2,156

支払承諾見返 395 441

貸倒引当金 △4,924 △4,474

資産の部合計 423,955 420,289

負債の部

預金 393,194 392,130

譲渡性預金 5,238 2,109

外国為替 0 －

その他負債 2,282 2,330

退職給付引当金 570 666

役員退職慰労引当金 134 226

睡眠預金払戻損失引当金 105 105

再評価に係る繰延税金負債 2,653 2,653

支払承諾 395 441

負債の部合計 404,574 400,664

純資産の部

資本金 2,500 2,500

資本剰余金 1,203 1,203

利益剰余金 11,943 11,977

自己株式 △59 △58

株主資本合計 15,588 15,622

その他有価証券評価差額金 △79 130

土地再評価差額金 3,872 3,872

評価・換算差額等合計 3,793 4,002

純資産の部合計 19,381 19,625

負債及び純資産の部合計 423,955 420,289
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(2)【四半期損益計算書】
　【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

経常収益 2,894

資金運用収益 2,547

（うち貸出金利息） 2,091

（うち有価証券利息配当金） 421

役務取引等収益 187

その他業務収益 2

その他経常収益 157

経常費用 2,874

資金調達費用 370

（うち預金利息） 367

役務取引等費用 181

その他業務費用 0

営業経費 1,685

その他経常費用 ※１
 637

経常利益 20

特別損失 4

固定資産処分損 4

税引前四半期純利益 15

法人税、住民税及び事業税 46

法人税等調整額 △65

四半期純利益 34
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
  至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 15

減価償却費 85

貸倒引当金の増減額（△は減少） 449

退職給付引当金の増減額（△は減少） △96

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △92

資金運用収益 △2,547

資金調達費用 370

有価証券関係損益（△） △72

為替差損益（△は益） 1

固定資産処分損益（△は益） 4

貸出金の純増（△）減 △1,008

預金の純増減（△） 1,063

譲渡性預金の純増減（△） 3,128

コールローン等の純増（△）減 △11,396

外国為替（資産）の純増（△）減 18

外国為替（負債）の純増減（△） 0

資金運用による収入 2,473

資金調達による支出 △200

その他 1

小計 △7,799

法人税等の支払額 △381

営業活動によるキャッシュ・フロー △8,181

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △39,368

有価証券の売却による収入 539

有価証券の償還による収入 25,996

有形固定資産の取得による支出 △297

無形固定資産の取得による支出 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,155

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △68

自己株式の取得による支出 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △68

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,407

現金及び現金同等物の期首残高 28,551

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,143
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　

当第１四半期会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　　　　該当ありません。

 

【簡便な会計処理】

 

 
当第１四半期会計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１．減価償却費の算定方法 定率法を採用している有形固定資産について

は、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方

法により算定しております。

２．貸倒引当金の計上方法 「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び

「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につき

ましては、前事業年度の予想損失率をもとに合理

的に見直した後の予想損失率を適用して計上して

おります。

３．税金費用の計算 法人税等につきましては、年度決算と同様の方

法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高

い項目に限定して適用しております。

４．繰延税金資産の回収可能性の判断 繰延税金資産の回収可能性の判断につきまして

は、一時差異の発生状況について前事業年度末か

ら大幅な変動がないと認められるため、同年度末

の検討において使用した将来の業績予測及びタッ

クス・プランニングの結果を適用しております。

 

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 

当第１四半期会計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　　　　該当ありません。
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【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

 

当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおり

であります。

破綻先債権額 1,499百万円

延滞債権額 11,309百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円

貸出条件緩和債権額 2,262百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※１．貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおり

であります。

破綻先債権額 680百万円

延滞債権額 10,537百万円

３ヵ月以上延滞債権額 ―百万円

貸出条件緩和債権額 2,280百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額で

あります。

※２．担保に供している資産

前事業年度の末日に比べて著しい変動は認めら

れません。

※２．担保に供している資産

有価証券 221百万円

預け金 4百万円

※３．有形固定資産の減価償却累計額

5,247百万円

※３．有形固定資産の減価償却累計額

5,203百万円

 

(四半期損益計算書関係)

 

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

※１．その他経常費用には、貸倒引当金繰入額555百万円

及び株式等償却72百万円を含んでおります。

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

 

当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

(単位：百万円)

平成20年６月30日現在

現金預け金勘定 7,875

定期預け金(預入期間３ヵ月超) 　△731

現金及び現金同等物 7,143
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(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末(平成20年６月30日)及び当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至

　平成20年６月30日)

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

(単位：千
株)

 当第１四半期会計期間末株式数

発行済株式  

　普通株式 27,371

合計 27,371

自己株式  

　普通株式 121

合計 121

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項
 

　 該当ありません。

 

３．配当に関する事項
 

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
金額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日
定時株主総会

普通株式 68 2.50平成20年３月31日平成20年６月30日
その他
利益剰余金

 

基準日が当第１四半期会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末

日後となるもの
 

　　該当ありません。

 

 

(リース取引関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を

行っておりますが、当四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。
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(有価証券関係)

当第１四半期会計期間末

※１．事業の運営において重要なものであり、前事業年度の末日に比して著しい変動が認められるも

のは、次のとおりであります。

※２．四半期貸借対照表の「有価証券」を記載しております。

 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 
四半期貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

その他 5,000 4,742 △257

(注)　時価は、当第１四半期会計期間末日における市場価格等に基づいております。

 

２．その他有価証券で時価のあるもの(平成20年６月30日現在)

 

 取得原価(百万円)
四半期貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

株式 9,235 9,812 577

債券 58,456 58,365 △91

　国債 30,687 30,632 △55

　地方債 3,250 3,274 23

　社債 24,518 24,458 △59

その他 12,061 11,442 △619

合計 79,754 79,620 △133

(注)　四半期貸借対照表計上額は、株式については当第１四半期会計期間末前１ヶ月の市場価格等の平均に基づ

いて算定された額により、また、それ以外については、当第１四半期会計期間末日における市場価格等に基づ

く時価によりそれぞれ計上したものであります。

 

 

(金銭の信託関係)

当第１四半期会計期間末

該当ありません。
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(デリバティブ取引関係)

当第１四半期会計期間末

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

 

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　   該当ありません。

 

 

(持分法損益等)

当第１四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

当行は関連会社がないため、「持分法損益等」の該当はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社福岡中央銀行(E03666)

四半期報告書

22/25



(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

 

  
当第１四半期会計期間末
(平成20年６月30日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 円 711.23 720.14

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

 

  
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益
金額

円 1.27

(注) １．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。

  
当第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額  

　四半期純利益 百万円 34

　普通株主に帰属しない
　金額

百万円 ―

　普通株式に係る
　四半期純利益

百万円 34

　普通株式の四半
　期中平均株式数

千株 27,250

２．なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりませ

ん。

 

 

(重要な後発事象)

該当ありません。

 

 

２ 【その他】

該当ありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

平成20年８月12日

株式会社福岡中央銀行

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　喜　多　村　　教　證　　㊞

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　村　　田　　賢　　治　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

株式会社福岡中央銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第88期事業年度の第１四半期

累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借

対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等

に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国におい

て一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定さ

れた手続により行われた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社福岡中央銀行の平成20年６月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

 
※　１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

　　２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。
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